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贅
ｙ
ｔ

ぐ

仁

長

隆

区

田菅
曰

区
民
皆
様
御
健
勝
の
事
と
拝

察
致
し
ま
す
。
秋
も
深
ま
り
名

産
市
田
柿
も
た
わ
わ
に
実
り
、

柿
の
れ
ん
が
各
所
に
観
れ
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
度
区
三
役
改
選

に
当
た
り
、
熱
意
あ
る
方
々
の

出
馬
を
強
く
期
待
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
残
念
乍
ら
〆
切
り
を

迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
推
薦

委
員
会
の
皆
様
の
強
い
要
請
を

断
り
難
く
、
未
熟
を
も
省
み
ず

御
引
受
け
致
し
ま
し
た
。
区
民

皆
様
の
信
任
を
頂
き
光
栄
と
思

い
決
意
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

も
う
何
日
か
で
二
〇
〇
〇
年

を
迎
え
ま
す
。
故
村
沢
牧
さ
ん

の
政
治
の
谷
間
に
光
を
の

一
節

に
、
農
業
は
国
の
台
所
だ
、
地

方
は
自
然
を
守
り
文
化
を
養

っ

て
福
祉
は
人
間
平
等
の
証
で
あ

る
、
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

来
た
る
二
十

一
世
紀
は
食
糧

問
題
や
環
境
問
題
、
又
人
を
大

切
に
す
る
時
代
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
し

っ
か
り
と
心
に
刻

み
、
任
務
を
果
た
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
御
指

導
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
寒
さ
厳
し
い
冬
を
迎
え
ま

す
、
充
分
御
留
意
下
さ
い
。

区
の
三
役
の
任
期
が
十
月
末
で
満
了
と
な

っ
た
の
で
、
選

挙
管
理
委
員
会
は
改
選
の
手
続
き
を
と
り
、
区
民
に
よ
る
信

任
投
票
の
結
果
、
新
三
役
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

〆  ヽ
平
成
八
年
二
月
世
の
中
景
気

も
悪
く
金
利
の
低
下
等
で
、
区

の
財
政
も
厳
し
い
中
会
計
の
責

務
を
お
預
か
り
し
ま
し
て
、
区

長
始
め
区
民
の
皆
様
の
ご
指
導

ご
協
力
を
頂
き
三
年
九
ヶ
月
の

任
務
を
果
た
す
事
が
出
来
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
勢
の
皆
様
に
出
合
い
頂
い
た

誠
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
改
選
に
当
た
り
、

副
区
長
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
り

区
長
の
補
佐
、
庶
務
全
般
等
、

課
せ
ら
れ
た
任
務
の
重
大
さ
を

痛
感
致
し
て
お
り
ま
す
。

区
報
発
刊
に
当
た
り
区
の
情

勢
を
報
告
致
し
ま
す
。
過
日
の

文
化
祭
、
敬
老
会
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
等
区
民
皆
様
の
協
力
に
よ

り
盛
大
に
開
催
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
旧
天
竜
社
跡
地

（
一
・

四

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
高
齢
者
福

祉
施
設
と
し
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
六
十
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
二
十
床
、
高
齢
者
共
同
住

宅

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
々
具
体
的

な
検
討
が
町
の
委
員
会
に
於
い

て
研
究
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
施

設
の
内
容
、
運
営
主
体
等
大
切

ヒや
副区長

塩 沢  学
．

区
民
の
皆
様
に
ご
指
導
を
頂

き
乍
ら
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

区
の
発
展
の
た
め
尽
く
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

操

計〈
ム
〕̈八
大

此

の
度

の
区
役
員

の
改
選
に

よ
り
、
区
会
計
を
担
当
す
る
こ

と

に
な
り
ま
し
た
大
沢

で
あ
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
も
と
よ
り
未
熟
者
で
あ
り
そ

の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
選

ば
れ
た
以
上

一
生
懸
命
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
に
か
と
出
費
の
多
い
な
か

で
、
区
の
費
用
を
ご
負
担
い
た

だ
く
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
の
有
効
活
用
と
健
全
な
区

の
運
営
を
図

っ
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

区
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も

分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
区
民
皆

様
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。

す
。
こ
ん
な
中
で
区
長
さ
ん
、

会
計
さ
ん
と
共
に
運
営
に
携
わ
っ

て
来
れ
た
事
は
、
皆
様
の
御
指

導
と
お
寄
せ
戴
い
た
御
協
力
に

依
る
も
の
と
深
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。
此
の
間
区
民
会
館
の
建
設
、

区
民
広
場
の
獲
得
、
設
置
或
い

は
大
型
道
路
の
新
設
整
備
等
が

進
ん
で
い
る
事
等
は
喜
ば
し
い

事
で
あ
り
ま
し
た
。

終
わ
り
に
下
市
田
区
の
発
展

と
、
皆
様
の
御
清
栄
を
祈
念
し

て
挨
拶
と
し
ま
す
。

区

の
情

勢

に

つ
い
て

区
長

富

田

隆

仁

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

次
に
国
道

一
五
三
号

線
下
市
田
駅
前
の
交
差

点

へ
信
号
機
を
是
非
と

運
動
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

過
日
県
よ
り
三
名
の
方
々
が
参

り
関
係
地
主
さ
ん
又
は
区
役
員

に
具
体
的
な
計
画
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。　
一
部
道
路
改
良
を

含
め
来
年
十
二
年
中
頃
に
は
設

置
の
予
定
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
皆
様
の
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
今
後
具
体
的
に
測
量

等
始
ま

っ
て
参
り
ま
す
。

又
正
月
用
の
門
松
を
毎
年
区

山
よ
り
提
供
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
残
念
乍
ら
提
供
出
来
な
く

な
り
ま
し
た
。
常
会
長
の
皆
様

を
通
じ
相
談
致
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
十
月
の
代
議
員
会
に
て

最
終
決
定
を
致
し
ま
し
た
。
ど

ん
ど
焼
き
等
々
迷
惑
を
か
け
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し

ま
す
。
以
上
簡
単
に
記
し
ま
し
た
。

秋
の
取
り
入
れ
ご
苦
労
様
で
す
。

区
委
員

ス
ポ
ー
ツ
大
会

上

沼

俊

彦

去
る
九
月
十
九
日
晴
天
で
緑

の
芝
の
区
民
広
場
で
、
区
委
員

約
五
十
名
の
交
流
と
親
睦
を
深

め
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

区
長
の
挨
拶
と
競
技
の
説
明

が
あ
り
、
若
い
男
女

（
四
十
歳

～
七
十
歳
）
が
ス
タ
ー
ト
地
点

に
別
れ
、
日
頃
持
ち
馴
れ
な
い

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
握
り
、
二
人

一

組
で
ス
タ
ー
ト
。
説
明
さ
れ
た

は
ず
の
障
害
物
や
ゲ
ー
ト
の
事

も
忘
れ
ミ
強
く
打

っ
て
左
右
に

そ
ら
す
人
、
打
ち
切
れ
ず
チ
ョ

ロ
す
る
人
な
ど
広
場
内
は
笑
い

の
連
続
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
等

の
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
も
続
出

し
ま
し
た
。

日
頃
は
、
会
社
に
、
農
作
業

に
と
励
ん
で
い
る
人
達
が
、
ス

テ
ィ
ッ
ク
を
握
る
と
思
い
も
よ

ら
ぬ

一
面
を
見
せ
、
和
気
調
調

の
う
ち
に
ゲ
ー
ム
が
終
了
。

続
い
て
、
元
日
赤
病
院
長
の

塩
沢
先
生
に
、
貴
重
な
話
を
し

て
い
た
だ
き
、
頭
の
体
操
も
し

ま
し
た
。

慰
労
会
で
、
結
果
報
告
が
あ

り
、
優
勝
は
富
田

ｏ
塩
沢
区
三

役
組
、
紅

一
点
参
加
の
小
宮
山
ｏ

北
林
公
民
館
組
が
プ
ー
ビ
ー
賞

に
輝
き
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

退

任

挨

拶

前
副
区
長

仲

平

』県
司

平
成
三
年
選
任
さ
れ
て
以
来

会
計
、
副
区
長
を
歴
任
し
思
わ

ず
、
永
く
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
顧
み
れ
ば
こ
の
数
年
社
会

経
済
情
勢
の
変
転
、
変
革
は
著

し
く
、
区
の
運
営
に
も
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
、
区
民
に

も
迷
惑
を
か
け
た
事
と
思
い
ま
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一
委
員
会
活
動
報
告
　
　
一裳
轟
対
と

“

　

　

林
務
委
員
長

佐

藤

清

司

〓

七
月
中
旬
夏

今
年
四
月
に
留
任
七
名
、
新
　
の
山
作
業
と
し
て
巡
礼
沢
の
下

任
五
名
の
十
二
名
で
新
し
い
林
　
草
刈
り
を
実
施
。
暑
い
中
大
勢

務
委
員
会
が
発
足
し
活
動
を
続
　
出
勤
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

け
て
来
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
　
し
た
。
同
日
、
委
員
に
よ
り
不

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
動
滝
線
沿
線

（区
有
林
と
接
す

初
回
委
員
会
で
決
定
し
た
年
　
る
部
分
）
の
草
刈
り
実
施
。

間
計
画
に
基
づ
き
、
五
月
に
委
　
　
九
月
に
は
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

員
に
よ
る
区
有
林
の
境
界
確
認
　
行
事
と
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

と
、
昨
年
十
二
月
に
門
松
取
り
　
に
委
員
全
員
が
参
加
し

「与
作
」

の
た
め
伐
採
し
た
松
の
木
の
処
　
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

理
と
跡
地
整
備
を
実
施
。
　
　
　
　
こ
の
他
、
四
月
か
ら
十
月
の

六
月
下
旬
、
区
役
員

・
代
議
　
間
に
委
員
会
五
回
、
道
具
の
手

員
の
方
々
と
区
有
林
境
界
の
確
　
入
れ

（
チ

ェ
ン
ソ
ー
整
備
、
鎌

認
、
区
有
林
の
状
況
視
察
を
行
　
研
ぎ
）
二
回
行
い
ま
し
た
。

い
今
後
の
管
理
に
つ
き
意
見
を
　
　
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
十

お
聞
き
し
た
。
又
以
前
か
ら
懸

　

一
月
秋
の
山
作
業
、
十

一
月
森

案
に
な

っ
て
い
た
門
松
取
り
に
　
作
り
人
材
養
成
講
座
へ
の
参
加
、

つ
い
て
、
検
討
を
お
願
い
し
た
。
　
来
年
二
月
春
の
山
作
業
等
を
予

（十
月
の
代
議
員
会
に
お
い
て

収
入
の
面
で
も
独
立
世
帯
、

ア
パ
ー
ト
等

へ
も
細
か
く
配
慮

し
収
入
に
つ
な
が
る
努
力
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

区
政
の
面
で
は
代
議
員
会
記

録
を
、
短
時
間
で
し
た
が
視
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
不
偏
、
適

切
な
運
営
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

区
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
去

る
六
月
都
合
で
監
査
員

一
名
の

み
参
加
で
し
た
が
区
有
林
の
現

地
確
認
を
し
ま
し
た
。
順
次
登

記
簿
、
備
品
台
帳
等
を
も
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

監
査
委
員
報
告

監
査
委
員
長

栗
下
　
正

十
月
二
十

一
日
下
市
田
区

一

般

・
特
別
会
計
、
公
民
館
、
萩

山
神
社
の
今
年
度
前
期
決
算
の

監
査
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
区
会
計
は
現
今
の
超
低

金
利
の
為
財
源
が
減
少
し
、
や

む
な
く
出
ず
る
を
抑
え
る
よ
り

他
あ
り
ま
せ
ん
が
効
率
的
運
営

を
さ
れ
て
そ
の
苦
心
の
程
が
感

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

定
し
て
お
り
ま
す
。

「山
は
い
の
ち
の
源
」
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
山
林

の
経
済
的
価
値
は
低
下
し
て
い

ま
す
が
、
環
境
保
全
面
で
の
重

要
性
は

一
層
高
く
な
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

豊
か
な
山
作
り
に
委
員
全
員
が

努
力
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

公
民
館
は
地
域
の
融
和
、
活

性
化
の
中
心
と
し
て
各
部
が
活

発
な
活
動
を
し
て
い
て
心
強
く

感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
時
代
に

合

っ
た
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

萩
山
神
社
は
産
土
神
と
し
て

生
ま
れ
お
ち
る
か
ら
敬
仰
の
念
、

心
の
安
ら
ぎ
の
拠
り
処
と
し
て

堅
く
守
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
何
れ
も
関
係
の
方
々
が

使
命
感
に
も
似
た
心
で
当
た
ら

れ
そ
れ
ぞ
れ
が
正
常
に
運
営
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
そ
の
労
を
多

と
感
じ
ま
し
た
。

I.【収入金の部】

平成11年度 下市田区一般会計前半期決算報告書

(自 平成11年 4月 1日 ～至平成11年 9月 30日 )

収入金計 22,872,568円 支出金計 9,973,325円 差引残高 12,899,243円
Ⅱ.【支出金の部】 (単位 円)

I収 入の部

平成11年度下市田公民館中間決算報告書

(自 平成11年 4月 1日 ～至 平成11年 9月 30日 )

決算収入額 2,915,924円  決算支出額 2,044,423円  残高 871,501円
△=減   Ⅱ支出の部 (単位 円)

項    目 予算現額 決算収入額 比較 (予算・決算)

1.区

2.繰

費

4.財 産 収 入

5.寄  付  金
6.消 防 義 務 金

7.諸 収 入 金

8.前 期 繰 越 金

15,180.000

1,360,000

3,550,000

1,680,000

550,000

2,600,000

350,000

6,500,000

7,437,595

3,027,093

156,100

100,905

2,750,000

282,373

9,118,502

7,742,405

1,360,000

522,907

1,523,900

449,095

150,000

67,627

2,618,502

収 入 合 計 31,770,000 22,872,568 8,897,432

項   目 予算現額 決算支出額 比較 (予算・決算)

5.水

6. ,肖

7.公

8.予

費

費

1.総  務  費

3,010,000

7,450,000

11,940,000

840,000

2.670,000

2,200,000

2,640,000

1,020,000

1,326,075

1,510,000
十
‐― ―‐――‐‐― ―――‐―

1      1,500,000
‐
― ― ― ― ― ― ―

 ‐
 :―

 ‐
―
‐  

―
 ‐ ‐

― ― ―

604.310 1      6,845,690

3,476,241 8,463,759

316,800

96,969

523,200

923,031

958,597 1,711,403

873,925

1,684,333 955,667

支 出 合 計 31,770,000 9,973.325 21,796,675

科   目 予 算 額 既収入額 比較 (予算。決算)

1.繰  越  金
2.繰

3.補

入   金

4.雑 収   入

200,000

3,010,000

1,000

900,000

530,777

1,510,000

33,147

842,000

330,777

△  1,500,000

32,147

合    計 4,111,000 2,915,924 △  1,195,076

科   目 予 算 額 既支出額 比較 (予算・決算)

1.総  務  費

4

5.

6. 予  備  費

2,003,000

493.000

278,000

76,000

107,000

1,154,000

1,088,280

590,314

166,697

124,532

14,600

60,000

△   914,720

△  563,686

△  326,303

△   153,468

△     61,400

合    計 4,111,000 2,044,423 △  2,066.577

3.町 支 出 金

△     58,000

2.教 養 部 費

3.体 育 部 費
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下
市
田
区
と
公
民
館
主
催
に

よ
る

「
地
元
出
身
町
議
と
区
民

と
の
懇
談
会
」
は
去
る
六
月
十

二
日
午
後
七
時
よ
り
、
下
市
田

区
民
会
館
に
於
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
原
昭
夫
、
倉
沢
岩
雄
、
伊
奈

川
義
公
、
久
保
田
昌
幸
、
熊
谷

元
尋
各
議
員
の
御
出
席
を
頂
き
、

公
民
館
長
、
区
長
の
挨
拶
の
あ

と
各
議
員
よ
り
、
議
会
活
動
報

告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

辛

倉
沢
岩
雄
議
員
よ
り

財
政
の
指
針
に
つ
い
て

現
在
、
地
方
財
政
は
累
積
す

る
起
債
等
で
圧
迫
さ
れ
、
年
々

そ
の
度
合
を
増
し
て
い
る
。
私

達
は
本
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

経
費
の
節
約
を
訴
え
て
い
る
。

昭
和
五
十
～
六
十
年
に
か
け

て
の
七
～
六
％
と
い
う
高
い
金

利
の
起
債
を
農
協
と
の
協
議
の

中
で
三

・
八
％
と
い
う
今
の
金

利
に
近
い
も
の
に
し
て
も
ら
い
、

そ
の
中
で
二
億
円
と
い
う

金
利
が
浮
い
た
。

一
昨
年
よ
り
の
不
景
気

で
各
自
治
体
に
対
し
て
は

繰
り
上
げ
償
還
を
認
め
て

い
る
が
、
そ
れ
を
受
け
る

と
向
こ
う
三
年
間
は
起
債

が
認
め
ら
れ
な
い
。
高
森

は
八

・
六
％
の
比
率
で
県

下
六
番
日
と
い
う
事
で
比

較
的
健
全
財
政
で
あ
る
。

＊

熊
谷
元
尋
議
員
よ
り

情
報
公
開
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

二
月
の
定
例
議
会
に
於

い
て
町
よ
り
情
報
公
開
条

例
の
提
案
が
あ

っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
実
施
機
関
で
検

討
時
間
が
足
り
な
い
の
と
、

条
文
の
中
に
不
備
な
点
が

あ
り
、
利
用
す
る
町
民
に

と

っ
て
意
義
の
あ
る
条
例

に
変
え
て
行
く
必
要
が
あ

Ｚつ
。今
迄
に
二
回
程
専
門
家

を
招
い
て
学
習
会
を
開
い

た
が
、
今
後
も
行
う
）ｒ
定
ｃ

地
域
振
興
券

の

交
付

に
つ
い
て

当
町
で
の
交
付

の
対
象

者
は
十
五
歳
以
卜
が

一
一　
　
．

四
三
人
、
六
十
五
歳
以
上

が

一
二
四
六
人
、
合
計
三

二
八
九
人
で
あ
る
。

地
域
振
興
券
の
利
用
状

況
は
大
型
店
で
の
利
用
率

が
高
い
が
、
こ
の
券
が
地

域
振
興
に
役
に
立

っ
た
の

か
ど
う
か
、
こ
う
い
っ
た

も
の
が
必
要
な
の
か
ど
う

な
の
か
も
議
会
も
関
心
を
持
ち

た
い
処
で
あ
る
。

十
久
保
田
昌
幸
議
員
よ
り

建
設
産
業
関
係
に
つ
い
て

幹
線
道
路
の
状
況
に
つ
い
て

広
域
農
道
の
進
捗
状
況
は
四
月

に
入
り
県
道
市
田
停
線
に
信
号

機
が
設
置
さ
れ
た
。
牛
牧
線
迄

が
開
通
。
座
光
寺
万
才
線
迄
は

平
成
十
二
年
～
十
二
年
に
開
通

の
予
定
。

下
の
河
原
を
通
る
農
免
農
道

は
そ
れ
ぞ
れ
関
係
地
権
者
に
お

願
い
し
て
い
る
所
だ
が
平
成
十

一
年
度
中
に
南
工
区
の
用
地
買

収
を
し
た
い
。

の
対
象
に
な
る
の
が
三
七
〇
人

～
三
八
〇
人
位
で
そ
れ
を
想
定

に
試
算
し
て
い
る
。

や
す
ら
ぎ
荘
で
は
、
六
月
に

県
知
事
に
居
宅
支
援
事
業
の
申

請
を
行
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。

ど
の
様
な
事
業
内
容
か
と
い
う

と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
二
十
人
、

特
浴
十
人
、
デ
イ
ホ
ー
ム
十
人

で
、
土
日
も
使
用
し
た
い
。
二

十
四
時
間
の
訪
間
看
護
と
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
か
、
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
等
を
考
え
て
い
る
。

高
齢
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
下
市
田
南
部
方
面

へ
の
福
祉

バ
ス
が
三
便
運
行
さ
れ
る
様
に

な

っ
た
。
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
で

軽
い
痴
呆
症
の
人
九
人
を
預
か

れ
る
公
設
運
営
の
施
設
を
四
千

五
百
万
円
で
造
る
事
に
な
っ
た
。

キ

原
昭
夫
議
員
よ
り

南
信
州
広
域
連
合
発
足
と

天
竜
社
跡
地
利
用
に
つ
い
て

飯
伊
十
八
市
町
村
が

一
つ
に

な
り
南
信
州
広
域
連
合
が
四
月

一
日
に
発
足
し
た
。
地
方
に
権

限
委
譲
さ
れ
、
権
限
書
の
受
け

皿
と
し
て
の
対
応
、
介
護
保
険

制
度
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
、

幹
線
道
路
整
備
事
業
等
が
大
き

な
項
目
と
な

っ
て
い
る
。
各
市

町
村
の
伝
統
と
個
性
を
生
か
し

な
が
ら
福
祉
の
向
上
を
計
る
。

町
で
購
入
し
た
天
竜
社
跡
地

北
側
の
土
地
を
福
祉
施
設
に
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。

特
養
ホ
ー
ム
六
十
床
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
二
十
床
、
デ
イ
ケ
ア
、

デ
イ
ホ
ー
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

広
場
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
売

店
等
を
計
画
し
て
い
る
。
町
と

し
て
特
養
に
つ
い
て
は
運
営
委

員
会
の
中
で
検
討
し
て
行
く
方

向
で
あ
る
。

質

疑

応

答

Ｑ
　
湯
ケ
洞
線
が
藤
が
丘
医
院

の
所
ま
で
概
ね
調
印
が
で
き
、

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
行
い
工

事
に
か
か
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

Ａ
　
住
宅
密
集
地
に
も
関
わ
ら

ず
藤
が
丘
医
院
の
所
ま
で
御
協

力
を
頂
い
た
。

Ｑ
　
非
常
に
道
路
事
情
が
悪
く

朝
の
通
勤
時
間
帯
が
混
雑
し
て

い
る
、
こ
の
様
な
点
を
含
め
て

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
。

Ａ
　
工
事
に
つ
い
て
は
当
初
平

成
十
二
年
度
迄
が
予
定
と
な

っ

て
い
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
平

成
十
四
年
予
定
と
延
び
た
。

Ｑ
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
で
、

本
年
度
中
に
家
庭
用
焼
却
炉
を

廃
止
す
る
と
い
う
様
な
事
を
言

わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
家
庭
用
焼
却
炉
の
問
題
も

廃
上
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
が

も
う
少
し
様
子
を
見
な
が
ら
対

応
を
考
え
て
行
く
。

産
業
課
の
ソ
フ
ト
事
業
と
し

て
五
百
九
十
万
円
程
の
調
査
研

究
費
、
設
計
委
託
料
四
百
万
円

と
い
う
予
算
づ
け
で
あ
る
。
こ

れ
を
出
原
の
産
直
セ
ン
タ
ー
と

結
び
高
森
の
農
産
物
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

＊
伊
奈
川
義
公
議
員
よ
り

介
護
保
険
に
つ
い
て

現
在
町
の
老
人
は
四
月

一
日

付
け
で
二
八
三
〇
人
、
老
齢
化

率
三
二

・
四
％
、
下
市
田
九
二

二
人
二

一
・
八
％
で
あ
る
。

町
で
は
平
成
十
二
年
四
月
よ

り
介
護
保
険
制
度
を
前
提
に
計

画
立
案
中
で
あ
り
、
こ
の
制
度 .0
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区民の納涼七
月
二
十
四
日
、
第
十
三
回

萩
の
里
祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。
好
天
の
中

「
紅
華
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
呼
び
こ
み
太

鼓
と
共
に
六
時
十
五
分
開

幕
さ
れ
た
。
今
年
は
と
て

も
か
わ
い
い
参
加
者

「
保

育
園
児
」
に
よ
る
和
太
鼓

の
演
奏
と
踊
リ
ワ
ッ
シ
ョ

イ
ヮ
ッ
シ
ョ
イ
で
会
場
が
と

て
も
盛
り
上
が
り
、
感
心

し
た
り
感
激
し
た
り
の

一

夜
で
あ

っ
た
。
ま
た
我
が

子
の
成
長
に
目
を
細
め
る

若
夫
婦
の
姿
が
い
た
る
所

で
見
ら
れ
人
目
を
ひ
い
た
。

第

一
部
　
和
太
鼓

演
奏

「紅
華
」
と
踊
り
保
育
園

児
。
高
森
音
頭
、
龍
峡
小
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●
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■
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唄
、
花
の
盆
踊
り
は
民
謡
ク
ラ

ブ
指
導
に
よ
り
全
員
。

第

二
部
　
納
涼
盆
踊
り
。
各
区

の
発
表
会
。
六
区
は
市
田
音
頭
、

一
区
は
花
の
盆
踊
り
、
二
区
は

日
本
列
島
百
歳
音
頭
、
三
区
は

高
森
音
頭
、
四
区
は
ソ
ー
ラ
ン

節
、
五
区
は
炭
坑
節
。

第
二
部
　
子
供
花
火
大
会
。

第
四
部
　
ェ
ア
ロ
ビ
ク
ス
大
〈
「

第
五
部
　
納
涼
盆
踊
り
大
会
。

各
区
の
盆
踊
り
大
会
も
、
色
々

と
催
し
も
変
わ
り
と
て
も
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
み
区
民
を
く
ぎ
づ

け
に
し
た
。
青
壮
年
部
に
よ
る

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
も
出
店
が

増
え
る
な
ど
と
て
も
盛
況
で
、

区
民
広
場
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の

人
出
で
賑
わ
い
、
九
時
二
十
分

閉
会
し
た
。

酷
辮
爾
鰤翻餘

皆
さ
ん
今
日
は
。
去
る
九

月
二
十
五
日
に
は
下
市
田
区

の
カ
ラ
オ
ケ
大
会

に
大
勢

の

方

の
ご
参
加
を
頂
き
あ
り
が

と
う
御
座

い
ま
し
た
。
回
を

重
ね
て
十
六
回
目
を
終
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
各
地
区

の
代
表
者
、
又
、
各
団
体

の

方

に
は
お
骨
折
り
頂
き
あ
り

が
と
う
御
座

い
ま
し
た
。
カ

ラ
オ
ケ
大
会
も
年
々
ア
イ
デ

ア
を
凝
ら
し
た
組
、
全
員
で
Ｆ
一

交
互
に
歌
わ
れ
る
方
、
等
々
「
コ
ｒ
Ｐ
Ｌ

ヽ
い
て
、
出
場
さ
れ
る
方
も

「
ド

上
手
に
な
ら
れ
、
審
査
員
の
”可

方
々
も
優
劣

つ
け
が
た
く
悩
ま

れ
て
い
ま
し
た
と
、
反
省
会
の

折
に
、
公
民
館
長
よ
り
お
話
が

有
り
ま
し
た
。　
一
昨
年
ま
で
は

カ
ラ
オ
ケ
大
賞
の
方
は
翌
年
の

有
線
う
た
く
ら
べ
に
参
加
し
て

頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
よ
り
町
全
体
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
無
く
な
り
残
念
で
す
。
カ

ラ
オ
ケ
大
会
を
行

っ
て
行
く
う

え
で
区
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。
今
後
の
参

考
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

公
民
館
活
動
の
中
の
行
事
と

し
て
視
聴
覚
部
が
担
当
し
て
お

り
ま
す
が
、
な
に
せ
素
人
部
員

の
や
る
事
、
進
行

ｏ
音
響
の
不

備
が
あ
り
ま
し
た
事
を
お
詫
び

致
し
ま
す
。
な
お
視
聴
覚
部
で

は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
ビ
デ
オ
収

録
を
行

っ
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の

貸
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で

区
民
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
公
民
館
三
役
か
、
各
地
区

の
視
聴
覚
部
員
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
公
民
館
長
を
元
と
し
て

公
民
館
各
部
の
方
々
の
協
力
の

下
に
盛
大
に
第
十
六
回
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
が
終
了
出
来
ま
し
た

事
を
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

●

蓬

い
，

十
月
十
六
～
十
七
日
、
「
下

市
田
文
化
祭
り

ｏ
敬
老
会
」
が

晴
天
に
恵
ま
れ
開
催
さ
れ
た
。

◆
作
品
展
示
会

屋
外
会
場
は
盆
栽
展
で
、
区

内
の
愛
好
家
の
手
に
よ
る
、
見

事
な
鉢
々
が
並
ん
だ
。
屋
内
で

は
三
階
の
全
室
が
展
示
場
と
な
っ

た
。
史
談
会

に

よ
る
下
市
田
区

の
歴
史

の
研
究

発
表
。
次
は
書
ｏ

絵
画
等

の
展
示

室

で
、　
一
般
家

庭
人

の
作
品
と

は
思
え
ぬ
程

の

立
派
な
も
の
ば

か
り
。
陶
芸

の

と
こ
ろ
は
、
芸

術
作
品
と
共
に
、

保
育
園
児

の
微
笑
ま

し
い
茶
碗

も
加
わ
り
、
出
展
者
の
層

の
厚
さ
が
伺
え
る
。
手
工

芸
で
は
、
指
先
の
細
や
か

な
作
業
を
思
わ
せ
る
も
の

や
、
温
も
り
を
感
じ
る
作

品
が
並
び
、
そ
れ
ら
を
作

り
上
げ
る
過
程
を
も
、
楽

し
く
連
想
さ
せ
て
く
れ
て

い
た
。
萩
の
間
は
、
新
し

い
セ
ン
ス
を
盛
り
込
ん
だ

華
麗
な
生
け
花
展
。

こ
う
し
た
す
べ
て
の
作

品
は
見
る
人
々
に
大
き
な

感
動
を
与
え
る
も
の
ば
か
り
だ
つ

た
。
◆
敬
老
会
と
舞
台
発
表

七
十
歳
以
上
の
招
待
者
は
二

百
人
弱
が
参
加
。
茶
道
ク
ラ
ブ

に
よ
る
お
茶
の
接
待
を
受
け
て

か
ら
式
典

へ
。
九
十
歳
以
上
と

米
寿

・
喜
寿
の
計
六
十
六
人
の

方
に
は
記
念
品
を
贈
り
、
舞
台

発
表
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
鮮

や
か
な
衣
裳
が
目
を
ひ
き
、
日

頃
の
稽
古
の
成
果
を
充
分
に
見

せ
た
り
、
聞
か
せ
た
り
。
合
間

に
は
全
員
で
歌
い
、
軽
い
運
動

や
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が

っ
た
。

◆
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

区
民
広
場
で
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
。
秋
の
陽
射
し
を
あ
び
て

芝
生
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら

歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

澤
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、
　
り
ヽ
レ
し
、

行
政
・文
化
施
設
の
中
心
地
　
　
鵬
一時
の
中
心
的

一
区
部
落
長

上

沼

啓

孝

利
動
“
掲
Ъ
る

一
区
部
落

一
番
の
特
徴
は
四
　
　
便
利
さ
の
反
面
多
く
の
問
題

百
余
の
世
帯
数
を
有
し
、
人
口
　
点
も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の

一

も
町
総
人
口
の

一
割
近
い
人
が
　
つ
に
道
路
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ

一
区
に
居
住
し
て
い
る
と
　
そ
れ
は
下
段
集
落
か
ら
国
道
、

い
う
事
で
す
。
こ
の
事
は
他
区
　
又
は
県
道

（出
砂
原
～
上
市
田

に
比
べ
特
筆
に
値
す
る
も
の
と
　
線
）

へ
通
常
の
大
型
車
輌
が
、

思
い
ま
す
。
加
え
て
役
場
庁
舎
　
直
接
出
入
り
出
来
る
道
が
無
い

を
始
め
小
中
学
校
、
公
民
館
、
　

事
で
す
。
火
災
時
消
防
車
の
到

歴
史
民
俗
資
料
館
、
体
育
館
等
　
着
が
か
な
り
遅
れ
た
事
例
も
あ
っ

町
の
中
枢
的
建

物
、
施
設
が
こ

の

一
区
に
集
積

さ
れ
て
お
り
、

文
｛子
通
り
行
政
、

た
様
で
す
。
幸
い
に
町
の
御
理

解
も
早
い
時
期
か
ら
戴
い
て
い

ま
す
。
み
ん
な
が
使
い
易
く
、

然
か
も
地
域
住
民
が
納
得
の
い

く
新
設
道
路
が
出
来
登
事
を
願
っ

笑
顔
で
始
め
る
地
域
作
り

二
区
部
落
長

小
池
正
春

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何
が

魅
力
で
お
集
ま
り
な
の
か
と
お

想
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
お
話
し
上
手
な
ド
ク

タ
ー
、
楽
器
演
奏
の
上
手
な
方
、

歴
史
に
詳
し
い
方
、
お
話
し
の

上
手
な
方
、
加
え
て
皆
さ
ん
聞

き
上
手
。

以
上
に
も
増
し
て
魅
力
の
あ

る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
小

学
校
の
子
供
さ
ん
達
が
六
～
七

名
交
替
で
、
学
校
で
習
っ
た
歌
、

唱
歌
や
童
謡
を
聞
か
せ
て
頂
い

た
り
、
共
に
み
ん
な
で
唄

っ
た

り
。そ
の
時
の
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
の
笑
顔
の
美
し
さ
、

ち
ょ
っ
と
普
通
で
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
子
供
さ
ん
達
は
、

皆
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
る
拍
手
に

頬
を
そ
め
、
そ
の
微
笑
み
の
素

晴
ら
し
さ
、
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
て
良
か

っ
た
と
云
う
満
足

の
微
笑
み
な
の
で
す
。
そ
し
て

帰
り
際
に

「
次
の
会
、
又
来
て

い
い
で
す
か
」
と
言

っ
て
呉
れ

ま
す
。
今
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
身
も

心
も
健
康
で
暮
ら
せ
る
事
を
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
事
が
垣
間
見

ら
れ
る
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
、
心

豊
か
に
微
笑
み
交
す
地
域
に
し

た
い
と
願
い
ま
す
。

当
地
区
は
前

任
者
が
、
三
十

八
号
で
紹
介
済
み
で
す
が
。

百
二
十
三
戸
の
小
じ
ん
ま
り

纏
ま

っ
た
部
落
、
便
利
な
地
域

で
あ
り
乍
ら
、
さ
程
新
し
い
住

宅
が
増
え
る
で
も
な
く
、
昔
か

ら
農
家

（兼
業
）
の
多
い
地
域

で
す
。
そ
れ
故
か
高
齢
化
率
は

町
の
平
均
三
二
％
に
対
し
二
四

％
と
高
い
の
で
す
が
、
若
い
時

か
ら
農
業
で
鍛
え
ら
れ
た
お
体

で
し
ょ
う
か
、
皆
さ
ん
本
当
に

お
元
気
で
す
。
そ
し
て
農
業
に

は
定
年
も
な
く
、
ま
た
現
状
は

現
役
で
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
社
会
情
勢
も
あ
り
、
「
私
等

が
や
ら
ね
ば
日
本
農
業
は
ど
う

な
る
」
と
意
気
に
感
じ
て
の
元

気
か
、
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
、
五
月
か
ら
七
十
歳
以

上
の
皆
さ
ん
で
、
月
に

一
回
の

お
茶
飲
み
会

「朝
霧
サ
ロ
ン
」

を
始
め
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る

方
が
百
名
程
お
ら
れ
ま
す
が
、

参
加
さ
れ
る
人
が
五
十
名
を
下
っ

・て
い
る
者
の

一
人
で
す
。

も
う

一
つ
そ
れ
は
新
会
所
建

設
問
題
で
す
。
人
口
に
対
し
て

現
在
の

一
区
会
所
で
は
余
り
に

も
狭
く
、
又
駐
車
場
も
ま
ま

な
ら
ぬ
現
況
で
す
。
幸
い
こ

の
件
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
建
設
に
向
け
五
十
余
名
の

委
員
の
方
々
が
鋭
意
努
力
し

て
い
る
処
で
す
。
こ
の
二
つ

の
案
件
に
つ
い
て
は
、
地
権

者
の
方
々
に
多
大
な
心
労
を

お
か
け
す
る
分
で
す
が
よ
ろ

し
く
御
理
解
、
御
協
力
の
程

お
願
い
致
し
ま
す
。

先
に
述
べ
た
通
り
余
り
に

も
大
所
帯
故
、
地
区
運
営
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、
十
九

名
の
常
会
長
さ
ん
始
め
そ
れ
ぞ

れ
の
方
々
に
責
任
分
担
を
お
願

い
し
、
地
域
内
の
和
を
計
り
な

が
ら
運
営
に
努
力
し
ま
す
。

軽

ス
ポ
ー

ツ
の
集

い

去
る
六
月
六
日
、
「
だ
れ
で

も
参
加
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
心
地
よ
い
汗
を
流
そ
う
」

を
合
い
言
葉
に
、
下
市
区

『軽

ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
』
が
、
区
民

会
館
と
同
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
は
、

今
年
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

体
育
館
で
、
参
加
者
全
員
で
、

体
育
指
導
員
の
松
長
さ
ん
、
唐

沢
さ
ん
の
も
と
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
、
ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ

テ
ィ
ー
、
そ
し
て
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
、
輪
投
げ
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
五
種
目
を
、

参
加
者
が
自
由

に
選
び
各

種
目

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
日
頃

の
運
動
不
足
が
た

た
り
、
私
達
に
と
っ
て
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
は
、
か
な

り
き

つ
い
も

の
で
し
た
。

ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
は
、

フ
ラ
ン
ス
の

マ
ル
セ
イ

ユ

の
港

で
、
船
乗
り
達
が
石

を
投
げ
て
遊
ん
で
い
た
の

が
始
ま
り
で
、

ョ
ー

ロ
ッ

パ
で
は
人
気

ス
ポ
ー
ツ
と

の
こ
と
、
最
初

に
小
さ
な

標
的
球
を
投
げ
、
そ
の
後

四
区

加

藤

茂

美

鉄
球
を
標
的
球
に
近
づ
け
る
こ

と
で
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
、

方
法
は
簡
単
で
す
が
、
な
か
な

か
奥
の
深
い
ゲ
ー
ム
で
、
や
り

出
す
と
止
ま
ら
な
く
な
る
ほ
ど

お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
ま
す
。
又

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
氷
上

ス
ポ
ー
ツ
、
カ
ー
リ

ン
グ
の
体
去晨
鶏
版
と
い
っ
た
ゲ
ー

ム
で
、
こ
れ
も
参
加
者
に
は
大

変
喜
こ
ば
れ
ま
し
た
。
ボ
ー
ル

カ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
は
、
現
在
区
民

会
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、
各
部

落
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。

遍
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気分はアメリカ高森
5区 橋本武夫

那
の
店
舗
に
も
楽
々
行
け
る
事
、　
森
、
そ
れ
に
は
訳
が
あ
り
ま
す
。

―
―

―

‥
―

‥
―

―

‥
―

―

‥
―

‥
ｌ

ｉ

駅
か
ら
近
く
学

よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ

第

一
回
の
交
流

会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
が

き

っ
か
け
で
、
主

人
と
知
り
合
い
、

二
年
前
東
京
か
ら

高
森
に
嫁
い
で
来

ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
高
森
と
い
う
地

名
も
知
ら
ず

″長

野
″
と
い
う
と
寒

い
イ
メ
ー
ジ
し
か

な
か

っ
た
私
で
す
が
、
こ
ち
ら

で
暮
ら
し
は
じ
め
て
か
ら
は
、

過
ご
し
易
い
気
候
と
、
野
菜
や

果
実
の
お
い
し
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
結
婚
前
に
主
人
が
高

森
の
自
慢
を
し
て
い
た
の
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
結

婚
当
初
は
東
京
の
華
や
か
さ
便

利
さ
、
夜
景
の
美
し
さ
な
ど
懐

か
し
く
思
う
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
こ
ち
ら
に
居
る
ほ

う
が
落
ち
着
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
や
は
り

″自
然
″
の
豊

か
さ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

嫁
ぎ
先
が
料
理
屋
と
旅
館
を

営
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

結
婚
が
決
ま

っ
た
時
は
実
家
の

両
親
共
と
て
も
私
を
心
配
し
て

い
ま
し
た
。
長
い
間
、
親
も
と

で
の
ん
び
り
過
ご
し
て
き
た
私

な
の
で
、
そ
れ
な
り
の
苦
労
は

あ
る
も
の
の
、
ま
わ
り
の
方
々

の
や
さ
し
さ
に
と
て
も
助
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
私
で
も

″東
京
か
ら
来
た
″
と
い
う
だ

け
で
皆
さ
ん
が
と
て
も
喜
ん
で

く
だ
さ

っ
て
、
本
当
に
恐
縮
し

て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
も
こ
ち

ら
の
方
々
の

″言
葉
″
の
や
さ

し
さ
が
と
て
も
好
き
で
す
。

私
の
姉
は
結
婚
当
初
、
嫁

ぎ
先
の
言
葉
に
慣
れ
ず
に

悩
ん
で
い
ま
し
た
。
実
家

か
ら
離
れ
た
場
所
に
嫁
い

で
も
、
そ
れ
ほ
ど
さ
び
し

さ
を
感
じ
な
い
の
は
、
そ

ん
な
皆
さ
ん
の
お
か
げ
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

商
売
柄
、
町
や
地
域
の

行
事
に
な
か
な
か
参
加
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

先
も
い
ろ
い
ろ
な
事
を
通

じ
、
こ
の
町
の
良
さ
を
も

っ
と

知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
環
境
の
中
で

一
日
も

早
く
子
育
て
を
し
た
い
な
…
と

願

っ
て
い
ま
す
。

高森町へ嫁いで

6区 高橋直美

サ
ー
ビ
ス
業
と

呼
ば
れ
る
外
食
産

業
、
激
し
い
競
争

の
中
で
、
あ
わ
た

だ
し
く
走
り
続
け

て
来
た
私
に
と

っ

て
、
高
森
町
は
ま

さ
に
希
望
の
理
想

郷
と
も
言
う
べ
き

所
で
し
た
。
第

一

に
飯
田
市
街
に
近

い
と
言
う
事
、
仕

事
上
駒

ケ
根

◆
伊

青
い
ム
ク
ゲ
の
花
や
リ
ン

ゴ
畑
の
中
を
、
楽
し
み
な

が
ら
通
勤
が
出
来
る
最
高

の
場
所
で
し
た
。
サ
ー
ビ

ス
業
と
は
、
お
客
様
を
感

動
さ
せ
る
事
が
使
命
で
あ

る
、
そ
れ
に
は
自
分
が
常

に
感
激
し
感
動
す
る
豊
か

な
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、

ハ
ワ
イ
ゼ
ミ
に
参
加
し

た
時
に
、
そ
の
大
ら
か
な
ア
メ

リ
カ
的
商
法
を
学
ん
だ
の
で
す
。

今
現
在
気
分
は
ア
メ
リ
カ
の
高

校
や
保
育
園
、

役
場
、
農
協
と

何
処
に
行
く
の
も
便
利
で
大
型

店
も
多
く
あ
り
、
特
に
緑
の
大

き
な
公
園
は
美
し
く
数
多
く
あ

る
の
が
嬉
し
い
事
で
す
。
高
校

の
同
級
生
が
牛
牧
に
二
人
と
知

人
が
多
い
の
も
心
強
い
事
で
す

が
、
下
市
田
の
人
達
特
に
ご
近

所
の
皆
様
の
や
さ
し
さ
や
、
真

心
の
あ
る
親
切
に
触
れ
て
、
何

と
言

っ
て
も
こ
こ
に
来
て
良
か
っ

た
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。

近

い
将
来
時
間
の
余
裕
が
出

来
た
ら
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
に
励

み
油
絵
を
画
く
の
が
夢
で
あ
り
、

緑

の
芝
生
が
続
く
公
園
を
散
歩

し
た
り
本
を
読
ん
だ
り
し
た
い
。

私
自
身
が
も

っ
と
素
直

に
な

っ

て
感
動
す
る
事
、
ま
ず
基
本
と

し
て
考
え
る
事
は
、

家
族
が
い

つ
ま
で
も
仲
良
く
健
康

で
近
く

の
皆
様
と
楽
し
い

一
生
を
送
れ

た
ら
本
当
に
倖
せ
な
ん
だ
と

つ
く

づ
く
思

い
ま
す
。

家

の
裏

の
沢

山
の
シ
ク
ラ
メ
ン
が
、
赤
や
ピ
ン

ク
に
彩
づ
く
季
節
、
冬
が
も
う

近

い
と
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃
。

=シ
ー

口 嗜
胃

御i和 念
詠i八 に
4=

朝1御
海0年
L―″=
き
の

昭
不日
天 二 年 昭 十 今
千
｀
和 年 か

六 紀 十 前 ら

天
地
の さ

神
に
ぞ
い
の
る

朝
な
ぎ
の

海
の
ご
と
く
に

波
た
た
ぬ
世
を

に
時
の
宮
内
省
で
作

曲
振
付
制
定
し
、
紀

元
二
千
六
百
年
記
念

に
、
全
国
の
神
社
で

御
神
霊
奉
慰
の
目
的

で
、
奉
納
指
令
さ
れ

た
の
が
始
め
で
あ
る
。

女
舞
で
雅
楽
に
合
わ

せ
て
、
正
規
は
四
人

で
あ
る
が
、
当
萩
山

神
社
で
は
、
各
区
か

ら
選
ば
れ
た
六
人
で

舞

っ
て
い
る
。
浦
安

の
舞
は
厳
格
な
規
定
、

作
法
で
、
次
の
四
つ

十

浦
安
と

、
心
中

安

な
る

・錮調
う
。

の
舞
は

一前
神
楽

と
し
て
、

歳
の 皇
年
奉

時 が 祝
の 昭 記

本 松 手 清 久 古
保

田 村 塚、水 田 瀬

舞二神 を 平 は

百 元 五 の 六

で
構
成
さ
れ
、
参
出
音
声
、
扇

舞
、
鈴
舞
、
退
出
音
声
の
順
に

行
わ
れ
る
。
参
出
、
退
出
音
声

は
神
楽
笛

一
本
の
独
奏
曲
で
、

舞
姫
の
仮
立
場
か
ら
舞
座
ま
で

の
間
の
参
進
、
退
去
に
吹
奏
さ

れ
る
。
こ
の
曲
に
用
い
る
神
楽

笛
は
、
雅
楽
用
の
神
楽
笛
に
限

定
さ
れ
、
他
の
代
用
は
厳
禁
さ

れ
て
い
る
。
　
　
　
　
（続
）

写
真
は
右
か
ら
友
　
美

美
和
子

さ
く
ら

悦
　
子

圭
　
子希

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

滲
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「地
域
を
も
う

一
度
見
直
し
た
い
」

二
区

手

塚

友

逸

こ
つ
然
と
し
て
出
現
し
、
日

本
の
歴
史
の

一
部
が
書
き
改
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

い
る

「富
本
銭
」
な
る
も
の
が

こ
の
下
市
田
か
ら
出
上
し
て
い

た
。吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
将
棋
の

駒
で
は
な
い
が
、
吹
け
ば
飛
ぶ

よ
う
な
古
銭
が
情
報
と
な

っ
て

全
国
を
駆
け
巡

っ
た
。

下
市
田
か
ら
出
土
し
た
こ
と

は
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。

こ
の
下
市
田
が
縄
文
、
弥
生
、

古
墳
時
代
か
ら
栄
え
て
い
た
こ

と
は
、
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
っ

て
立
証
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
古

墳
な
ど
は
高
森
全
体
で
四
十
四

基
、
そ
の
う
ち
下
市
田
で
は
四

十
基
が
確
認
さ
れ
て
い
た
と
言

わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
地

域
の
開
発
な
ど
で
殆
ん
ど
消
失

し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

下
市
田
に
は
古
道
も
多
い
。

今
回
の
富
本
銭
の
出
現
に
よ

っ

て

「東
山
道
」
が
通
過
し
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

ま
た
秋
葉
街
道
が
静
岡
の
相

良
を
発
し
て
、
塩
を
中
心
に
海

産
物
を
人
や
馬
の
背
に
よ

っ
て

遠
山
谷
上
村
か
ら
別
れ
て
、
豊

丘
か
ら
天
竜
川
を
渡

っ
て
下
市

田
に
入

っ
て
吉
田
か
ら
北

へ
運

ば
れ
た
重
要
な
生
活
這
路
で
あ
っ

た
。
こ
の
道
が
秋
葉
神
社
参
道

と
し
て
も
大
変
に
ぎ
わ

っ
た
よ

う
で
あ
る
。

下
市
田
は
こ
の
よ
う
に
歴
史

的
に
は
非
常
に
古
い
地
域
で
あ

る
が
、　
一
方
で
は
、
諏
訪
湖
を

源
に
も

つ
天
竜
川
流
域
に
属
し
、

こ
の
川
を
抜
き
に
し
て
自
然
や

文
化
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
目
を
西
方
に
転
ず
れ
ば

県
下
に
誇
り
得
る

「松
岡
城
址
」

が
あ
る
。
区
民
の
誇
り
と
し
て

な
ん
と
か
こ
の
城
址
を
整
備
し

区
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
楽
し

み
た
い
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

紙
の
町
―
伊
予
三
島

へ
の
旅

四
区

近

藤

昭

弘

に
水
引
を
使
用
し
た
金
封
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
。

金
封
の
生
産
は
、
中
国
に
か
な

り
の
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
る

こ
と
。
発
展
を
続
け
た
水
引
業

も
、
少
子
化
現
象
と
結
婚
観
の

変
化
で
特
に
祝
儀
用
品
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
こ
と
等
々
、
大
変

興
味
深
い
お
話
で
あ

っ
た
。

伊
予
三
島
市
は
、
か

つ
て
の

塩
田
を
埋
め
立
て
た
広
大
な
敷

地
に
建
設
さ
れ
た
製
紙
工
場
か

ら
関
連
企
業
ま
で
含
め
る
と
、

従
業
員
数
は
七
割
、
出
荷
額
は

実
に
九
割
近
く
を
占
め
る
ま
さ

に
紙
の
町
で
あ
る
。

翌
日
は
、
そ
の
製
紙
工
場
を

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
、
あ
の
貴
重

な
金
メ
ダ
ル
が
取
れ
た
要
因
だ
っ

た
様
に
思
う
。

血
の
出
る
様
な
練
習
又
練
習
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
の

一
語
に

つ
き
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
終
わ
り
静

か
に
な

っ
た
あ
る
日
、
雑
誌
で

「
松
村
好
子
物
語
」
苦
悩
の
人

生
、
バ
レ
ー
に
か
け
た
青
春
を

読
ん
で
感
動
し
、
手
紙
を
出
し

て
返
事
を
待

つ
事
、　
一
ヶ
月
。

手
紙
と
色
紙

「
な
せ
ば
成
る
」

が
私
の
元
に
届
き
、
び

っ
く
り

し
ま
し
た
。
学
校
の
友
と

一
緒

に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
感
動
を
、

も
う

一
度
味
わ
う
事
が
出
来
ま

し
た
。
私
も
お
礼
に
飯
田
の
土

見
学
。
お
札
と
切
手
を
除
い
た

全
て
の
紙
製
品
を
生
産
し
て
い

る
と
聞
い
て
び

っ
く
り
。
雨
量

が
少
な
く
原
料
が
豊
富
な
こ
の

地
に
、
水
引
業
が
興
隆
し
た
こ

と
に
納
得
。

帰
路
は
大
鳴
門
橋
を
通

っ
て

淡
路
島
に
渡
り
、
北
淡
震
災
記

念
公
園
で
野
島
断
層
を
見
学
し
、

明
石
海
峡
大
橋
を
渡

っ
て
神
戸

に
出
る
コ
ー
ス
を
と

っ
た
。

忙
し
い
日
程
で
あ

っ
た
が
、

い
ろ
い
ろ
と
勉
強
に
な

っ
た
旅

で
あ

っ
た
。
今
度
は
、
自
分
の

運
転
す
る
車
で
ゆ

っ
く
り
訪
れ

て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
帰

途
に
つ
い
た
。

産
や
手
紙
を
送

っ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
れ
も
い
つ
の
間
に
か
途

絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
青

春
の

一
ペ
ー
ジ
と
し
て
飾
る
事

が
出
来
た
事
に
感
謝
し
て
い
る

所
で
す
。

あ
の
様
な
団
結
に
燃
え
た
チ
ー

ム
の
再
来
は
お
そ
ら
く
な
い
気

が
し
て
な
ら
な
い
。
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
か
け
て
の
監

督
の
采
配
を
問
わ
れ
る
試
合
が

十

一
月
二
日
に
開
幕
さ
れ
る
が

果
た
し
て
結
果
は
ど
う
か
。

あ
の
東
洋
の
魔
女
達
も
元
気

は
つ
ら

つ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

更
新
に
頑
張

っ
て
い
る
か
も
。

も

っ
ぱ
ら
ス
ポ
ー
ツ
は
観
戦

の

み
の
私
で
あ
る
。

今
年
の
夏
、
た
ま
た
ま
愛
媛

県
の
伊
予
三
島
市
に
行
く
機
会

を
得
た
。
当
地
は
、
飯
田
に
匹

敵
す
る
く
ら
い
水
引
の
製
造
が

盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ど
う
せ
行
く
な
ら
と
い
う
こ

と
で
、
行
き
は
山
陽
自
動
車
道

を
通
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ

マ
で
有
名
な
赤
穂
城
を
見
学
。

瀬
戸
大
橋
を
渡

っ
て
あ

っ
と
い

う
間
に
四
国
に
。

伊
予
三
島
市
に
到
着
し
、
市

の
水
引
細
工
の
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
有
高
さ
ん
か
ら
伊五

若
き
日
の
想

い
出

予
の
水
引
に
つ
い
て
の
講
演
を

お
聞
き
す
る
。
伊
予
三
島
も
飯

田
と
同
様
に
元
結
が
盛
ん
で
あ
っ

た
が
、
明
治
の
断
髪
令
で
需
要

が
激
減
し
、
贈
答
品
に
掛
け
る

水
引
に
転
換
し
て
い
っ
た
こ
と

と
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
出

征
兵
士
に
贈
る
御
見
立

（御
嘘
）

区

小

林

美
智
子

員
塚
の
バ
レ
ー
チ
ー
ム
の
東
洋

の
魔
女
の
事
。

昭
和
三
十
九
年
十
月
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
最
終
日
、
日
本
中
が

息
を
殺
し
て
観
戦
し
た
あ
の
試

合
。
河
西
、
松
村
、
宮
本
、
半

田
…
…
。

私
が
高
二
の
秋
だ

っ
た
と
思

う
。
鬼
の
監
督
、
大
松
博
文
率

い
る
最
強
の
チ
ー
ム
。
現
在
の

全
日
本
チ
ー
ム
の
事
を
思
え
ば

昔
の
事
で
、
技
は
そ
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
も
の
で
は
な
か

っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
対
す
る
情
熱
、
根
性
、

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
記
念
に
出
来
た
体
育
の

日
、
十
月
十
日
。
今
年
か
ら
、

こ
の
高
森
町
も
運
動
会
が
こ
の

日
に
制
定
さ
れ
た
様
で
す
。
体

育
の
日
に
運
動
が
出
来
る
な
ん

て
何
て
幸
せ
な
事
で
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
毎
年
思

い
出
す
事
の

一
つ
は
、
ニ
チ
ボ
ー

一

　

・
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わた
私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
去
年
か

ら
テ
レ
ビ
で
も
や

っ
て
い
る
３０

人
３１
脚
を
や

っ
て
い
ま
す
。

私
の
ク
ラ
ス
は
三
十
八
人
な

の
で
３８
人
３９
脚
で
走
り
ま
す
。

十
月
二
十
三
日
に
大
会
が
あ

り
塩
じ
り
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

去
年
は
も
う
ち
ょ
っ
と
の
所

で
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
と
て
も
く
や
し
か

っ

た
の
で
今
年
こ
そ
完
走
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
て
練
習
し
て
き

30

人

小 0.
五 6■

腰
痛
に
苦
し
む
ぼ
く

中
一

後

藤

愛

樹

（
一
区
）

授
業
に
集
中
で
き
な
い
し
、
休

み
時
間
に
立
ち
上
が
る
と
、
痛

く
て
、
お
じ
い
さ
ん
の
様
に
、

腰
が
ま
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
で
、

友
達
に
か
ら
か
わ
れ
た
り
、
お

も
し
ろ
く
な

っ
て
き
た
部
活
に

出
ら
れ
な
い
な
ど
、
か
な
り
苦

し
み
ま
し
た
。
さ

っ
き
も
書
き

ま
し
た
が
、
ぼ
く
は
、
小
学
校

の
と
き
、
全
然
運
動
を
し
な
く

て
中
学
に
入
っ
て
い
っ
き
に
や
っ

た
の
で
、
そ
れ
で
腰
を
悪
く
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
度
、
運
動
を
は
じ
め
よ
う

と
し
て
い
る
人
、
い
っ
き
に
や

る
と
、
ぼ
く
み
た
い
に
、
苦
し

み
を
味
わ
い
ま
す
。
少
し
ず

つ

鍛
え
て
お
け
ば
、
次
に
苦
し
む

こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う

思

っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

中
学
生

に
な

っ
て
、

少
し
た

つ
と
、
部
活
が

始
ま
り
ま
す
。
自
分

で

好
き
な
部

に
入
れ
る
の

で
、
ぼ
く
は
、
や

っ
た

事
は
な
か

っ
た
け
ど
、

テ
ニ
ス
部

に
入
り
ま
し

た
。
小
学
校

で
も
、
ク

ラ
ブ
が
あ
る
け
ど
、
全

然
違
い
だ
い
た
い
毎
日
、

朝
と
、
夕
、
練
習
が
あ

り
ま
す
。
ぼ
く
は
、
小
学
校
で

は
、
運
動
系
の
ク
ラ
ブ
に
は
、

入

っ
て
な
か

っ
た
し
体
力
も
な

か

っ
た
の
で
、
始
め
の
う
ち
は
、

か
な
り

つ
ら
か

っ
た
で
す
。
で

ｎ
＝
ｒ

ｉ
事
ム

ロ
Ｈ
”
前

島

綾

香

（三
区
）

ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
を
走

っ
て

体
力
を

つ
け
た
り
、
も
も
あ
げ

を
し
た
り
本
番
が
し
ば
ふ
な
の

で
し
ば
ふ
の
あ
る
所
ま
で
行

っ

て
練
習
し
た
り
し
ま
し
た
。

で
も
何
回
走

っ
て
も
、
途
中

で
転
ん
だ
り
練
習
が
き

つ
く
て

足
や
、
う
で
が
痛
く
な

っ
て
休

む
人
が
出
た
り
し
ま
し
た
。
私

も
ひ
ざ
が
痛
く
て
、　
一
回
休
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

大
会
前
日
、
最
後
の
練
習
の

も
、
そ
の
う
ち
、
部
活
に
も
慣

れ
て
、
楽
し
く
な

っ
て
き
た
こ

ろ
、
腰
を
悪
く
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
痛
く
て
、
痛
く
て
、
座

る
と
全
体
重
が
、
腰
に
か
か
り
、

後
、
み
ん
な

で
萩
山
神
社

へ
優

勝

で
き
る
よ
う
、
お
ま
い
り
し

ま
し
た
。

そ
し
て
大
会
当
日
、
今
年

は
二
十

四
チ
ー
ム
出
場
し
て

い
ま
し
た
。
今
年

で
二
回
目

で
す
が

ス
タ
ー
ト
の
時
、
と

て
も
き
ん
ち

ょ
う
し
て
、
足

が
ガ
ク
ガ
ク
ふ
る
え
ま
し
た
。

お
ま
い
り
が
き

い
た
の
か
、

み
ご
と
完
走
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

タ
イ
ム
は
十
二
秒
六
四
で
、

十
五
位

で
し
た
が
、
よ
く
が

ん
ば

っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

す
ご
く
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

来
年
は
、
さ
ら
に
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。

Ｕ

Ｆ

Ｏ

？

中
一
中

村

朱

花

（六
区
）

九
月
の
終
わ
り
こ
ろ

の
学
校
の
帰
り
道
、
友

達
二
人
と
私
の
二
人
で
、

話
を
し
な
が
ら
家

へ
向

か

っ
て
歩
い
て
い
た
。

私
達
は
い
つ
も
、
み

ん
な
の
通
る
通
学
路
か

ら
途
中
少
し
だ
け
外
れ

る
道
を
通

っ
て
、
少
し

遠
回
り
で
家

へ
帰
る
。

そ
の
い
つ
も
の
道
を

歩
い
て
い
た
と
き
友
達

が
突
然
、

「
あ

っ
、
あ
れ
何
？
」

と
、
空
を
指
さ
し
て
叫
ん
だ
。

私
は
、
友
達
の
突
然
の
叫
び
に

一
瞬
び

っ
く
り
し
た
け
れ
ど
、

友
達
が
あ
ま
り
に
も
真
剣
な
顔

を
し
て
い
た
の
で
、
急
い
で
指

さ
す
方
を
見
た
。

す
る
と
そ
の
先
に
は
、
オ
レ

ン
ジ
色
に
光

っ
て
、
山
の
向
こ

う
に
落
ち
て
い
く
物
体
が
あ

っ

一た
。私
は
は
じ
め
、
飛
行
機
か
な

と
思

っ
た
。
で
も
、
別
の
方
向

を
見
て
み
る
と
、
本
物
の
飛
行

機
が
、
赤
や
黄
色
の
ラ
ン
プ
を

チ
カ
チ
カ
さ
せ
て
空
を
飛
ん
で

い
た
の
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
光

る
物
体
は
、
飛
行
機
で
は
な
く

ど
う
見
て
も
、
星
に
も
見
え
な

い
。
だ

っ
た
ら
、
も
し
か
し
て

オ
レ
ン
ジ
色
に
光
る
物
体
は
、

Ｕ
Ｆ
Ｏ
？

私
達
二
人
は
、
く
い
い
る
よ

う
に
、
そ
の
物
体
を
見
て
い
た
。

十
分
く
ら
い
し
て
、
そ
の
物
体

は
、　
‐――
【の
白
］
こ
う
に
消
］え
て
い
っ

た
。
「
あ
れ
は
、
絶
対
Ｕ
Ｆ
Ｏ
だ

っ

た
よ
ね
。
」

み
ん
な
、
日
々
に
そ
う
言

っ
た
。

私
は
今

で
も
、
あ
の
物
体
は

Ｕ
Ｆ
Ｏ
だ

っ
た
と
、
時

々
思
い

出
し
て
は
、
す
ご

い
体
験
を
し

た
な

ぁ
と
感
激

（
”
）
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
は

『
Ｕ
Ｆ
Ｏ
』
を

信
じ
ま
す
か
？

l'」,轟購ぶ農__
―

ヽ
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下
市
田
公
民

館
の
教
養
部
員

と
し
て
頑
張

っ

た
在
任
中
、
文

化
祭
り
等
を
お

手
伝
い
す
る
中

で
日
頃
活
動
し
て
お
ら
れ
る
各

種
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
出
展

さ
れ
た
数
々
の
見
事
な
作
品
に

感
動
し
、
い
つ
か
あ
の
様
な
趣

味
が
持
て
た
ら
い
い
ネ
、
と
い

つ
も
話
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
二
月
末
、
全
員
の
退
任

を
機
に
こ
の
会
が
で
き
ま
し
た
。

手
始
め
は
旧
下
市
田
学
校
を
お

借
り
し
陶
芸
？

に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
の
夜
、

棚
田
先
生
ご
指
導
の
元
で
、
に

ぎ
や
か
に
や

っ
て
い
ま
す
。
こ

の
世
に
唯

一
つ
の
「
Ｍ
ｙ
オ
チ
ョ

コ
」
そ
う
で
す
／

ぐ
い
呑
み

も
作
り
ま
し
た
。
最
初
に
し
て

は
上
出
来
、
何
と
も
言
え
ん
ソ

リ
ャ
ー
い
い
形
に
、
ス
テ
キ
な

マ

グループ紹介4貯

llII:||:::::■ :||:::1:::|:::::::::::::lill:|11・

=|||||■

|||11::::::=:::::::::||,|

み
ん
な
で
楽
し
く

や
ら
ま

い
会

一区

松

岡

修

二

ひ
ヽ

′
ハ

色

に
焼
き
上

が
り
、
皆

で

試
し
に
イ

ッ

パ
イ
会
、
と

て
も
美
味
し

い
お
酒
が
飲

め
ま
し
た
。

こ

の

次

は

「
お
父
ち

ゃ
」

の
分
を
、
オ

レ
の
オ
カ
ー

に
ゃ
白
荻
が

い
い
か
ナ
ー
。

今
年

の
正
月

は
夫
婦
杯

で

カ

ン
パ
イ
／

今
か
ら
楽
し

み
で
す
。
や

ら
ま
い
か
…

何
を
？

´

■□園

ヽ

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
陶
芸
等

自
分
に
合

っ
た
趣
味
を
見
付
け

て
さ
、
日
標
を
定
め
計
画
的
に

皆
、
楽
し
く
希
望
を
持

っ
て
…

や
ら
ま
い
か
い
…
こ
の
会

の
目

的

の

一
節

に
は
こ
ん
な
事
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

一
・
草
原
の
椅
子

（上

・
下
）

私
達

ひ
い
ら
ぎ

子

ク
ラ
ブ
は
、
下
市

・ヽヽ
一鯉
嘲崎一嘲一駆なヵゝれ一闘

蛯

潅

士快
六
名
が
昏
っ

ョ
ｃ

，Ｌ

て
お
り
ま
す
。

ユ
ツ
　
　
　
ク
ラ
ブ
の
発
足

ヽ
　

区
　
は
古
い
の
で
す
が
、

温〕
２
軒嚇砒碑銚勧焼

生
が
変
わ
る
と
共

に
踊
り
も
が
ら
り
と
変
わ
り
、

気
持
ち
も
新
た
に
踊
り

一
年
生

か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

い
だ
け
に

一
曲
仕
上
が

っ
た
時

の
充
実
感
は
ひ
と
し
お
で
す
。

一
生
懸
命
汗
を
か
い
て
踊

っ

た
あ
と
お
茶
を
頂
き
乍
ら
の
会

話
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

又
民
踊
連
合
会
の
発
表
会
、

町

・
区
の
敬
老
会
等
の
行
事
に

は
都
合
の
つ
く
限
り
参
加
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

親
睦
と
和
を
合
い
言
葉
に
、

又
健
康
と
老
化
防
止
に
楽
し
く

明
る
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
事
を

念
願
し
乍
ら
頑
張

っ
て
行
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

・
癌
を
語
る

・
大
の
宿
題

・
寿
司
屋
の
か
み
さ
ん
お
客
さ

ま
控
帳

ｏ
日
本
語
練
習
帳

・
鹿
教
湯
病
院
あ
り
が
と
う

。
源
氏
に
愛
さ
れ
た
女
た
ち

・
と
ん
で
も
な
い
母
親
と
情
け

な
い
男
の
国
日
本

◆
鉄
道
員

。
小
さ
い
こ
と
に
く
よ
く
よ
す

る
な

・
こ
こ
ろ
の
子
育
て

・
「
少
年
Ａ
」

こ
の
子
を
生
ん

で

ｏ
あ
な
た
の
手
の
ひ
ら

』中螂中”［̈
』一一”伊

山嚇一一師卜・速議
・の機「わン時

一
動
崎
｝

』
］
¨
¨
馴
師
終
わ

‥
つ
つ
く
し
い
子
ど
も

・
兄
弟

・
節
約
生
活
の
ス
ス
メ

●
他
力

・
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人

・
母

ｏ
住
井
す
ゑ
の
横
顔

・
本
当
は
恐
ろ
し
い
グ
リ
ム
童

話

（
Ｉ
Ⅱ
）

・
負
け
犬
の
栄
光

。
子
ど
も
に
ウ
ケ
る
科
学
手
品

７７

・
向
田
邦
子
の
青
春

・
安
楽
病
棟

・
黄
金
の
石
橋

・
お
金
の
こ
と
で
く
よ
く
よ
す

る
な
／

・
ど
う
し
た
ワ
セ
ダ
が

ん
ば
れ
早
稲
田
〃

・
節
約
し
ま

せ
う

ｏ
手
術
室
の
中
は
闇

・
吉
永
小
百
合
街
も
の
が
た
り

・
五
体
不
満
足

・
定
年
の
身
仕
度

前
号
で
も
ふ
れ
た
が
、
下
市

田
区
内
の
委
員
、
役
員
の
任
期

が
全
面
的
に
変
更
し
た
こ
と
か

ら
、
区
報
の
発
行
を
昨
年
ま
で

よ
り
二
ヶ
月
程
遅
れ
て
発
行
す

る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
区
の
行

事
や
公
民
館
事
業
の
開
催
時
期

は
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ
て
い
な
い

の
で
、
前
号
の
発
行
か
ら
今
回

四
十
四
号
発
行
ま
で
の
間
に
主

な
事
業
が
終
了
す
る
こ
と
と
な

り
、
今
回
の
区
報
で
取
り
上
げ

る
記
事
は
実
に
豊
富
で
あ
る
。

逆
に
紙
面
が
不
足
の
感
は
あ

る
が
増
補
は
せ
ず
嘉翌
一吊
の
十
ペ
ー

ジ
で
編
集
し
た
の
で
記
事
に
よ
っ

て
は
今

一
つ
の
と
こ
ろ
も
あ
る

よ
う
に
思
う
が
熟
読
の
上
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

又
、
本
号
に
は
十
月
に
改
選

さ
れ
た
区
の
新
三
役
の
紹
介
も

掲
載
し
ま
し
た
が
、
区
の
三
役

は
こ
の
区
報

「
萩
の
郷
」
の
編

集
委
員
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
機
に
編
集
委
員

一
同
よ

り
愛
さ
れ
る
区
報
発
行
の
た
め

に
研
鑽
を
積
ま
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
区
民
各

位
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
し
た
い
。

月
二
回
ず

つ
先
生

に
来

て
頂
き
、
ま

ず
足
の
は
こ

び
、
腰

の
落

と
し
方
等
、

踊
り
の
基
本

か
ら
て
い
ね

い
に
教
え
て

頂

い
て
い
る

の
で
す
が
、

扇
子
使

い
な

ど
難
し
く

て

一
年

に

一
曲

覚
え
る
の
に

や

っ
と
で
す
。

で
も
難
し

E『
= まつり
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